
　小児新鮮外傷の治療に携わることがなくなって，ずいぶん時間が経ちます。若い先生方ととも
に治療に参加して，子どもたちがぐんぐん回復していく経過をみるのは，楽しいものでした。最
近はもっぱら，二次障害を訴えて受診される患者様を担当するほうが多くなりました。経過をみ
ると，最初の一歩での詰めの甘さに始まり，きちんとした X 線評価がされず，これら悪循環が増
幅して，再建困難な状況を作り出していることが推察されます。“まれ”な外傷もときにはありま
すが，大部分は，基本をきちんと押さえていただければ避けられたのではないかと，残念に思い
ます。
　一方，これでもかとばかりに，CT・MRI などの検査結果を携えてこられる子どもさんもいま
す。確かに，外傷は1つとして同じものはなく，ここに年齢要素が加わるため複雑ではあります。
しかし，CT・MRI 検査を必須とするような特殊な状況はそれほど多くはなく，特に軟骨要素の
多い肘関節では，CT 検査で得られる情報は限られています。被曝の問題も考えると憤りすら感
じます。是非，X 線を熟読し，エコーを使いこなして，病態把握をする技術の向上を図っていた
だきたいと思います。
　働き方改革の勧めから，整形外科医もチーム医療への移行が余儀なくされるかもしれません。
チームで児を見守ることで，平均的医療レベルの向上が期待できるかもしれませんが，一方，団
体責任は無責任になりかねなく，きめ細かな経過観察が漏れてしまうことも危惧されます。過大
な自己矯正を期待したり，肘は非荷重関節だからと軽微な変形を無視したりすることなく，きち
んと機能評価をして，必要な処置をしていくことが必要だと改めて思います。本特集からは，熟
練医師の“後遺症を作らない”という，熱い思いが伝わり，企画の目標はクリアされたと思いま
す。外傷治療にあたる先生方にとって貴重なガイドブックの 1 つになるとともに，経験豊富な先
生方にとっても，治療戦略の幅を広げる一助となることを願っています。
� （堀井恵美子）
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